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大学博物館のしごと・近未来
1994年度の刑事博物館
伊　能　秀　明
はじめに一一基本的活動方針一
　昭和4（1929）年創立の刑事博物館は「刑博」と通称され、66年目を迎えた今日では、
押しも押されもしないユニークな社会教育機関（博物館相当施設）として活動している。
にもかかわらず在学中、刑博の存在を知らずに卒業し、就職先の上司から「明大卒だった
ら、刑博を知ってるね」と言われ、慌てて見に来るOB、　OGの姿があるのも事実である。
　館名からみて収集資料は、刑罰具、拷問具や『鬼平犯科帳』『銭形平次捕物控』で見知っ
た十手の類だけと思われがちだが、じつは20万点を超える歴史資料を所蔵している。大半
は、江戸時代の古文書である。これほど集まったのは、歴代の館長や職員の努力の賜物で
あり、同様の機関としては、ほかには国立史料館くらいのものではないだろうか。
　すべての資料は、永久保存するため室温20℃、湿度60％に調整した資料庫で厳重に管理
している。資料は学内者に限らず、他大学の学生や一般社会人も閲覧できる。ただし和紙
に行書ないしは草書体、つまりくずし字で書いてあるので、文字が解読できないと内容も
チンプンカンプンのことだろう。つい最近ドイッ人留学生が来館し、長時間かけて古文書
解読に没頭する姿が印象的で、熱心さとマナーのよさに感心したことがあった。
　高度情報化の昨今は、資料の収集保存とともに活用にも心がけ、出版社・放送局の求め
に応じて資料を提供するのも重要な仕事になっている。提供した資料が、店頭の本やテレ
ビ画面で「明治大学刑事博物館所蔵」と紹介されるのを見るたびに、安堵感と仕事のやり
甲斐を覚える。残念ながら、明大にはまだ学芸員という職制はないが、本学には刑事博物
館のほかに、考古学博物館と商品陳列館があり、3館ともに学芸員を養成する博物館実習
にも力を入れている。毎年、本学や他大学から300名以上の実習生を受け入れている。多
くの実習生に接することも楽しみであるが、博物館の役割や文化財の大切さを深く理解で
きる人材を一人でも多く育成することも、大切な仕事と思われる。
　本館は、博物館法ならびに明治大学博物館規程第3条の規定に基づき、資料を集めて活
かし（収集保存）、調べ（調査研究）、広める（教育普及）という博物館の3大機能を基本
的な活動方針とする。1994年度に展開した主な事業を機能別に分類表示すると、おおよそ
下図のとおりである。本稿は、これらの項目について現状および課題を簡潔に述べた報告
である。
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博物館の3大機能
（1）古文書資料のデータベース化事業
（2）貴重資料の複製と活用
（1）企　画　展
（2）博物館実習
（3）出　版
㈲内藤家文書のマイクロフィルム化事業
（4）団体見学の受入れ
（5）資料・情報の提供
（6）古文書を読む会
（7）博物館ガイドツアー
（1）博物館資料の調査研究
（2）学芸員の専門性の向上
（3）博物館学的調査研究
1．新規事業
1．資料利用要綱の制定
　近年、大学の開放・博物館事業の進展に伴い、錦絵・古文書・古典籍ならびに刑事関係
資料等の博物館資料の利用度が増加していた。とくに、企画展示や出版物を通して著名化
した資料については、営利を目的とする出版社・放送局等からの利用申請があいつぎ、保
存と活用のため、十分な措置を講ずる必要が生じていた。こうして資料利用の増大に対応
するとともに、原資料の保存ならびに活用を促進するため、資料利用規定の整備が急務と
なった。そこで1993年度に全国的な実態調査を行った。しかしながら、関係規定を完備し
た大学・博物館は、予想外に少ないことが判明した。そのため博物館事務室において、刑
事・考古学・商品の3博物館の利用体制の実態に則して案文を作成し、総務部文書課の中
島篤課長ならびに岩崎宏政課員の協力のもとに成案を得、3館長会議の議を経て、1994年
7月20日の学部長会において承認された。その結果として9月26日、他大学に先んじて「博
物館所蔵資料等の撮影及び掲載に関する要綱」が制定された。
　この要綱は、刑事・商品・考古学の3博物館に共通し、条文の主旨は、次のとおりであ
る。
　　①利用者（申請者）は、所定の利用料金を納付しなければならない。
　　　料金は・原則として1点あたり最低500円～最高20，000円とする。
　　②教育・学術・文化・報道等の用に供する場合は、利用料金を免除できる。
　　③資料の撮影は・館長が指定し、または許可した業者があたるとともに、学芸員等が
　　　指示を行い・その取扱いについて万全の注意を払う。
　　④撮影・掲載に伴う諸経費は、利用者（申請者）の負担とする。
　　⑤その他、博物館の施設および展示景観の撮影は、届け出による許可制とし、原則と
　　　して無料とする。
現在この要綱に則り、資料の撮影・掲載・放映・複製等の申請が、それぞれ円滑に処理さ
れている。1994年度は、約15件の有償利用があった。今後とも、その適切な運用により、
博物館の一層の開放に資したいと考える。なお「要綱」全文および利用の実態については、
『明治大学刑事博物館年報』第26号29頁以下、『本誌』4頁を参照されたい。
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2．「御成敗式目」の収集
　「御成敗式目」（貞永式目）は、鎌倉幕府の基本法典であり、我国最初の武家法典であ
る。執権北条泰時が評定衆に命じて、貞永元（1232）年に編纂させ、51箇条から成る。こ
の式目制定以後、必要に応じて「追加法」により、法規の追加補充が行われたが、室町幕
府も母法としてこの式目を踏襲し、武家社会の多くの裁判・係争に準拠された重要な法典
である。
　本館は、すでに巻子本形式の写本として最古本を所蔵している。これは、大永4（1524）
年5月に公家の柳原資定が筆写し、朝廷の書記官である小槻伊治が朱注を加えたものであ
る。その詳細は、茎田佳寿子「貞永式目」（『明治大学刑事博物館年報』1）、佐藤邦憲「御
成敗式目諸本について（上・下）」（同上『年報』12・13）を参照されたい。
　当資料に関連して、群馬県内の古書難から青蓮院宮尊朝法親王筆の「御成敗式目」（天正
18・1590年写）を購入した。尊朝法親王（そんちょうほっしんのう、天文21～慶長2・1552～97
年）は、伏見宮邦輔親王の第六王子で、戦国～安土桃山時代に活躍した皇族である。弘治
元（1555）年4歳のとき青蓮院相続となり、永禄5（1562）年得度して尊朝と号し、翌6
年親王宣下され、天正13（1585）年天台座主に補任された。慶長2年2月13日没、享年46
歳。墓所は、京都市東山区粟田口三条坊町の青蓮院宮上ノ墓地にある。親王は、能書家の
誉れ高く、江戸幕府の公用書体と定められた御家流の基本となった青蓮院流の名手だった。
ちなみに御家流の呼び名は、青蓮院流の流祖尊円入道親王に対し、父伏見天皇が「伝えて
家の流とせよ」と命じたことから、この名が起こったと伝えられる。なお奇しくも期を同
じくして、青蓮院文書135点が本学図書館に架蔵された（福田榮次郎「図書館特別資料紹
介2　青蓮院文書」、『明治大学図書館報』53参照）。これらの資料の収集は、本学にとって
も喜ばしいことと思われる。
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3．古文書を読む会の開催
　1993年度から博物館ガイドツアーを実施し、展示中の絵図・古文書について詳細な解説
を行ったところ、期せずして古文書に興味・関心を抱き、入門的講座の開設を切望する声
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が参加者から寄せられた。そこで、考古学博物館友の会会員を母体として希望者を募り、
毎月第3土曜日午後1時から一般向けの小規模講座（定員20名、講義2時間、刑事博物館
閲覧室）を開催した。学芸員2名が館蔵の古文書をテキストに、隔月交代で講読を担当し
た。題名は下記のとおりである。受益者負担の原則から、資料代としてコピー1枚につき
10円を徴収した。
　　開講式　3月19日　神崎彰利・伊能秀明「古文書を読む会発足にあたり・講読予定史
　　　　　　　　　　　料」
第1回　4月30日
第2回　5月28日
第3回　6月18E
第4回　7月23日
第5回　8月26日
第6回　9月9日
第7回10月15日
第8回11月19日
第9回　12月17日
第10回　1月21日
第11回　2月18日
第12回　3月18日
神崎「近世における領主の郷村法令」
伊能「邪馬台国女王　卑弥呼の社会」
神崎「近世における庶民の名前」
伊能「聖徳太子『十七条憲法』の精神」
神崎「渡辺畢山游相行程」
伊能「古代国家の基本法典を読む」
神崎「傘連判状を読む」
伊能「近世の考古学史料を読む」
神崎「幕末の動乱の文書を読む」
神崎「由井正雪人相書を読む」
伊能「江戸　小伝馬町牢屋敷の世界」
神崎「高野長英探索申渡二付請書」
2．教育普及
1．企画展「古地図一さまざまな意匠　東E本編一」の開催
　サブタイトル「藍田コレクションに見る日本図の系譜　パート1」を、本学図書館の資
料提供・共催により、一部展示替を行いつつ一般公開した。
　藍田伊人氏（あしだこれと、故人）は、古地図に深い理解と愛着を示した歴史地理学者
である。氏は、明治10（1877）年福井県に生まれ、國學院大学・早稲田大学を卒業後、東
京帝国大学史料編纂掛（現東京大学史料編纂所）において『大日本史料』南北朝時代の編
纂に従事した。しかしまもなく職を辞し、三井男爵家・小浜酒井伯爵家の委嘱を受けてそ
のルーツの調査研究や『松平春獄全集』の編集を行った。この間、吉田東伍・喜田貞吉の
指導・助言のもとに歴史地理学を専攻し、大名領地や村落の研究に力を注ぎ、あるいは『歴
史地理』誌に多数の論文を発表したが、最も注目すべき業績は、江戸時代の地誌の一大集
成『大日本地誌体系』40巻（昭和4～8年刊）の校訂編集である。これらの仕事のかたわ
ら、精力的に古地図・地誌の収集を続けた。膨大な蔵書は、昭和20（1945）年春、東京の
自宅から福井県松岡町と長野県上諏訪町（現諏訪市）に分けて保管し、氏も松岡町に疎開
したが、23年福井大地震のため松岡町の蔵書が罹災したのを契機に、損害を免れた蔵書を
福井大学に売却し、自らは上諏訪町に移住し、ここで古地図収集家として悠々自適の晩年
を過ごし、昭和35（1960）年6月82歳で他界した。
　本学図書館では、約1500枚の絵図・地図類、約800冊の図書（地誌・検地帳・武鑑等）
から成る藍田コレクションを所蔵している。その中から、特に重要な資料を例示的に紹介
すれば、下記のとおりである。
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（1）絵図・地図類
　「日本分形図」（寛文6・1666年刊）
　「日本海山潮陸図」（元禄4・1691年刊）
「元禄日本総図」（元禄15・1702年写）
現存最古の地図帳（17頁の写真参照）。
最初の大型図で江戸時代前半期の代表的日本
図。
元禄国絵図を資料として、江戸幕府が作成し
たきわめて大型の日本図。
「改正日本輿地路程全図」（安永8・1779年）江戸時代後期から、明治初期までの代表的日
「南謄部州万国掌菓之図」
「万　国　全　図」
本図。
仏教的な世界観に基づく世界図。
マテオ＝リッチによる世界図の精密な模写図。
（2）図　　書
　前野良沢訳『輿地図編小解』　江戸時代中期
　　　　　　　　　　　　　　の蘭学者前野良
　　　　　　　　　　　　　　沢が翻訳した地
　　　　　　　　　　　　　　理書で、良沢の
　　　　　　　　　　　　　　自筆本。
　桂川甫周『新製地球万国図説』　江戸時代中期
　　　　　　　　　　　　　　の医学者・蘭学
　　　　　　　　　　　　　　者桂川甫周が翻
　　　　　　　　　　　　　　訳した外国地誌
　　　　　　　　　　　　　　で、甫周の自筆
　　　　　　　　　　　　　　本。
　内務省編『旧高旧領取調帳』　江戸時代最末
　　　　　　　　　　　　　　期における全国
　　　　　　　　　　　　　　の村々の石高を
　　　　　　　　　　　　　　記入した村名簿
　　　　　　　　　　　　　　で、内務省地理
　　　　　　　　　　　　　　局所蔵の原本を
　　　　　　　　　　　　　　藍田氏が筆写し
企画展　明治大学図書館共催
　　誉まざ婁a謙＄
慶田コレクシ回ンに見る日本図の箔贈
　　ρ粛£薯霧翼唾
明治大学刑事博物館
　　　　　　　　　　　　　　たもの。原本は関東大震災で焼失した。
　これらの全容については、『明治大学図書館所蔵　藍田文庫地図目録　日本図編』（『明治
大学図書館報』別冊6）を参照されたい。
　展示の構成は、下記のとおりである。また展示資料の解説については、『明治大学刑事博
物館年報』第25号を参照されたい。本展の準備に協力された図書館データベース研究会に
深く感謝の意を表したい。
　　一　プロローグ　日本列島の原景
　　二　蝦　　夷一未開の大地一
　　三　みちのくから関八州まで
　　　　　　一東日本ところどころ一
　　四　元禄国絵図と諸国郷帳
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日本図（日本分形図）　　寛文6（1666）年8月刊
五　三　　都一江戸・大坂・京都一
六　東海道と富士
七　エピローグ
2．博物館実習
（1）館務実習生の受入れ
　博物館法施行規則第1条の規定に基づき、下記の各学長・学部長もしくは学芸員課程の
依頼により、下記のとおり15名の博物館実習生を受入れ、教育実習に準ずる形式で7～10
日閲の館務実習を2期に分けて実施した。第1回実習については、刑事博物館の業務体験
に加えて商品陳列館の展示替作業を盛り込んだ。各実習生は、基本的な博物館理論と実務
との接点に触れ、博物館業務の一端をある程度理解できたものと思われる。詳細は、『明治
大学刑事博物館年報』第26号7頁以下の各実習生の「実習日誌」抜粋を参照されたい。
　しかしながら博物館実習のあり方については、博物館学でもあまり言及されず、従来か
ら法的な不備と学芸員課程を開設する大学の無責任さが指摘されていることである（折原
繁「博物館実習の現状と課題一房総風土記の丘の実例をふまえて一」参照、『千葉県立
房総風土記の丘年報』10参照）。本館でも、より望ましい実習カリキュラムを模索してお
り、1995年度は、実習希望者を事前に選考し、歴史学専攻者を主体に受入れる方針である。
　　第1回　9月5日（月）～19日（月）
　　　大妻女子大学　　　江原さつき　宮島眞貴子　亀子恵美　斉藤さとみ
　　　千葉大学　下坂友香　大内有紀江
　　　中央大学　橋本哲史　角田広高
　　第2回　9月21日（水）～10月1日（土）
　　　跡見学園女子大学　　渡辺亮子
　　　専修大学　永井一三
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　　　創　価　大　学
　　　武　蔵　大　学
（2＞見学実習生の受入れ
　　　　五百番自句合
田口淳子　　脇　妙子　　笹本明裕
五十嵐澄子　古尾谷徳浩
　本学・東京大学・関西大学・京都女子大学・創価大学から、2時間程度ないしは1日コ
ースの見学実習生約300名を受け入れた。通常、実習生に博物館概要を説明する際は、閲覧
室に30脚程度の椅子を用意している。しかし東京大学の場合、70余名の実習生で立錐の余
地もない状況だった。博物館施設の拡充は、従来から関係部局に要望している懸案事項で
ある。（カッコ内は引率者）
　　本学（吉田優専任講師）
　　東京大学（大堀哲・国立科学博物館教育部長兼東京大学大学院客員助教授）
　　関西大学（網干善教教授）
　　京都女子大学（大國義一助教授）
　　創価大学（後藤和民教授）
3．出　版
　本館は、これまで7タイトルの出版物を発行してきた。1994年度は下記の2種を新刊あ
るいは重版した。新刊は、全国の大学・国都道府県・都内23区・政令都市の博物館・図書
館と寄贈交換した。さらに残部を博物館事務室の窓口で実費頒布した。
（1）『内藤家文書　増補・追加目録』第5号（内藤政道氏寄贈書）　1，000部　500円
　内藤家は、7万石の譜代大名であり、陸奥国磐城平藩（現福島県いわき市）および日向
国延岡藩（宮崎県延岡市）の藩主であり、明治維新後は子爵に叙された。1993年1月、現
当主内藤政道氏（もと宮内庁式部副長、港区在住、延岡市名誉市民）から、内藤義概『五
百番自句合』（写真）ほか貴重な書籍類が寄贈された。本書は、各資料の書誌的に重要な事
項を抜粋した目録である。資料は、寄贈者のご厚意を尊重し、順次公開する予定である。
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（2）『明治大学刑事博物館年報』第26号　　　　　　　　　　　　1，000部　500円
　内容は、以下のとおりである。
　　1993年度後期の事業報告
　　1993年度後期の記録
　　1993年度後期の主な学芸業務
　　1994年度前期の事業報告
　　1994年度前期の記録
　　1994年度前期の主な学芸業務
　　明治大学刑事博物館の概要
　なお1994年度末現在で、『明治大学刑事博物館年報』『明治大学考古学博物館報』『明大商
品陳列館報』が発行されていたが、1995年度から3館報を本誌に統合した。
（3）『明治大学刑事博物館年報』第21号重版
　　『明治大学刑事博物館年報』第22号重版
　ちなみに現在販売中の出版物は、下記のとおりである。
　　『明治大学刑事博物館展示品目録』
　　『明治大学刑事博物館所蔵文書地名表』
　　『明治大学刑事博物館目録』第1－一　57号
　　『明治大学刑事博物館資料』第1～15集
　　『明治大学刑事博物館年報』第1～25号
　　『内藤家文書　増補・追加目録』第1～4号
　※『明治大学刑事博物館図録』正集・続集
　　　　　　　　　　　　　　　8，000円
（一部に品切れがある。また※印は、全国の
書店で注文・購入できる。）
4．団体見学の受入れ
　約130団体（94年度受付分のみ。93年度
100団体）を受け入れ、希望により適宜に展
示解説を行った。近年、高校・中学校の修
学旅行の旅程に組み入れられたため、学
生・生徒の団体が漸増傾向にある。（グラフ
参照）
5．資料・情報の提供
　社会の高度情報化に伴い、博物館は情報
発信基地としての「博情館」へ質的に変貌
する必要性が主張されている。ゆえに博物
館として、情報化時代へのCustomer　Satis－
faction（顧客満足）対応の充実が、必須化
している。資料の利用すなわち撮影・掲載
300部　　500円
300部　　500円
　　　300円
　　　300円
　　　500円
　　　500円
500円～900円
　　　500円
団体見学数
年　度 1989 1990 1991 19921993 1994
団体数 37 56 73 90 103 130
125
100
75
50
25
0
1989　　1990　　1991　　1992　　1993　　1994
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については、前述のとおり、その保全と活用のために「博物館所蔵資料等の撮影及び掲載
に関する要綱」を制定し、利用を有料化した。その結果、申請者、博物館・大学の三者に
下記のような三様の効果が生じた。
　　①申請者■⇒自己撮影よりも時間コストを節減できるとともに、利用の目的を確実に
　　　　　　　　達成することが可能となった。さらに転載には博物館の許可を要するこ
　　　　　　　　との反射的効果として、一定の範囲で著作権が保護される。
　　②博物館一ゆ資料の保存と活用、撮影フィルムと紙焼きの蓄積、情報提供の達成が可
　　　　　　　　能となる。
　　③大　学一レ撮影・掲載料金が徴収でき、かつ掲載にあたり「明治大学」名と所蔵機
　　　　　　　　関名が明記されることに伴い、大学の広報・宣伝の機会が増加し、大学
　　　　　　　　自体のステイタスの確立が期待できる。
こうして約80件（個人の利用を除く）の申請案件について、適切に対応し資料・情報を提
供した。また本館の活動状況は、新聞・雑誌で紹介された。詳細については、同上『年報』
第26号、本誌33～4頁を参照されたい。
6．博物館ガイドツアー
　かつて早稲田大学が、大隈講堂をはじめ由緒ある大学施設を一巡して案内するキャンパ
ス・ッアーを企画し、学内外に参加者を募ったところ、応募者が殺到したという。これに
触発されて、本学でも可能な学内めぐりの一つとして発案したのが、博物館ガイドツアー
である。すでに1993年度から実施している継続事業である。第3金曜日午後3時から、考
古学博物館・刑事博物館において、定員20名で実施した。学芸員が、高レベルの展示解説
を分かりやすく行うミニ・ツアーである。パネルやキャプション等では文章化できない学
問上の論争や裏話・秘話にも触れることで、参加者の知的好奇心を喚起し、おおむね好評
である。現在は、応募者の範囲を博物館友の会会員に限定しているが、1996年度から学外
にも広報し、ひろく一般公衆から参加者を募る方針である。
第1回11月18日（金）
第2回　12月16日（金）
第3回　1月20日（金）
第4回　2月17日（金）
第5回　3月17日（金）
考古学博物館　参加料は無料
刑事博物館
考古学博物館
刑事博物館
考古学博物館
3．収集保存
1．古文書資料のMARC化（データベース化）事業（第2年次）
新たに収集した古文書は、下記の分類項目にしたがって、それぞれ編年体に整理される。
　明治大学刑事博物館古文書分類表
　　A　村政・村入用　　　　　　　　　　N　貸借関係??????? ??F　　口
交通・運輸
助　郷
宗　教
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????鉱　業
商業・金融
水　利
産　業
林野・林業
普請・土建
身　分
鷹場・鉄炮
????治安・訴訟
法令・範令
制　規
県・郡政
国政・幕藩政
　家
凶災・救位
　雑
そして登録を完了した古文書は目録に搭載し、すでに『明治大学刑事博物館目録』第1～57
号および別冊を発行し、全国の大学・国都道府県の博物館・図書館に発送し周知に努めて
いる。研究者は、この目録を通読するだけでも、かなり豊富な情報を読み取ることが可能
である。しかし本館の所蔵資料は20万点を超えているので、閲覧請求者は、目録検索にか
なりの時間と忍耐とを要する状況が生じている。
　そこで1993年度から図書館情報システム課の協力を得て、既存の『明治大学刑事博物館
目録』を基礎に、新しく12の検索項目を加え、必要な資料へのアクセスを早く・正しく・
簡単にすることをめざして、古文書資料のMARC化（データベース化）事業に着手した。
開発段階での対象古文書として、別冊目録『出羽国村山郡山口村文書』（A5判、約280頁）
を選定した。その理由は、本館所蔵文書のうち、山口村文書は一村文書としてもっともま
とまりを持ち、かつ質量ともに優れた文書であること、これまで地誌研究等に活用され、
今後も利用価値が高いと判断されたからである。ちなみに山口村文書の調査研究成果とし
て、茎田佳寿子『幕末日本の法意識』（巌南堂書店）がある。よって、江戸時代から明治初
期に至る、出羽国村山郡山口村（山形県天童市）の伊藤義左衛門家文書約9400点の入力を
継続中である。なお進行状況については、同上『年報』第26号19頁参照。
2．貴重資料の修復と活用
　　　　　　ぱ　　へが　　　スがぶポ　’t　　　　　　’　9　　　　　謎　　　　k
　　　　　di　　や，　　　　醗齢饗
　　　　．　簗
　　　　　　　　　　　　　塾
??「
??
鳳
???、
??。??
??
???」?
肥前国養父郡幸津本庄検見取帳　永正6・7・12年（1509・1510・1515）
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下記の資料を修復し、原資料の保全と研究・利用の推進に対応した。
①「筑前国筑紫家文書」　詳細は、同上『年報』第26号18頁参照。
②釣責め拷具　江戸時代、小伝馬町牢屋敷内の拷問蔵で使用した拷問具（複製）の補修
礫　柱
ギロチン
火罪柱
キョクロク
絞罪柱
富くじ箱
六尺棒
江戸時代、礫刑に使用した架け具（複製）の補修
フランスで死刑執行に用いた断頭台（複製）の補修
江戸時代、放火犯の火刑に使用した架け具（複製）の補修
江戸時代に罪囚の引き廻しの際、乗馬に使用した馬具（複製）の補修
明治時代に使用した絞首台（複製）の補修
江戸時代に富くじの抽選に使用した道具（複製）の補修
江戸時代、捕物に使用した道具の補修
3．内藤家文書のマイクロフィルム化事業
　内藤家文書は、7万石の譜代大名で磐城平藩～日向国延岡藩主だった内藤家に伝来した
藩政文書である。内藤家は、三河国（愛知県）出身で、代々徳川氏に仕えた三河以来の譜
代であり、3代家長は家康に仕え強弓の武将として名高く、慶長5（1600）年関ケ原の戦
いで伏見城において戦死した。元和8（1622）年、4代政長が磐城平藩（福島県いわき市）
7万石の領主となり、延享4（1747）年、9代正樹のとき日向国延岡藩（宮崎県延岡市）
に転封し幕末に至った。
　内藤家文書は、総点数約45，000点で、全国的に稀有の譜代藩政文書である。年代は主と
して2代藩主忠興の寛永年間（1624～44）以降であり、忠興書簡・案詞・法令・土地・年
貢関係の良質な文書が多数残っている。全体のほぼ3分の2は延岡転封後の文書であり、
藩政関係の日記や覚帳が大量に含まれている。これらの全容は、『内藤家文書目録』（1965
年刊）に収録されている。内藤家文書は、文化遺産として大切に保存されるとともに、学
術上、欠くことのできない研究資料として大学内外の研究者に広く活用されている。
　毎年度100リール分を35mmマイクロフィルム化しており、撮影完了まで今後10余年を
要し、将来オリジナルフィルムを活用して製品化し、有償頒布を計画している。
4．調査研究
1．学芸員の専門性の向上一1994年度第1種研修（職場研修・1994年10月14日実施）一
（1）全体のあらまし
　この研修は、本学の「職員研修に関する規程」第5条により、各職員一人ひとりの主体
性による自己実現を基に、職場を単位とした業務改善やサービスの質的向上を図り、大学
の教育・研究の充実・発展及び大学経営の基盤強化に資するために実施され、研修課題に
ついて刑事・考古学両博物館および博物館事務室の専任職員の熱心な討議が行われた。
　本大学における社会教育機関（生涯教育機関）として、3博物館の在るべき姿、3館の
機能を十分に発揮できる組織の再編成、学芸員の位置付けなどの諸課題について、昨年度
の職場研修以降の実績を踏まえて、基調報告および活発な討論が行われた。
（2）課題「所管業務の改善と課業配分の適正化について」
　①基調報告　博物館事務室は、4階に1室を設けた。これにより、独自に相当量の庶務
を分担していることを学内に示し、かつこれを認知されたと評価できる。しかし12名（専
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任5、アルバイト7）の人員が、事務室・刑事館・考古館・商品館の2フロアー4室に分
散した。その結果、事務の連絡経路が煩雑化し、かつ各業務の担当者数も相対的に減少し
た。現状を現有勢力で対応可能な組織として活性化し、集中的・効率的に業務を処理する
方策を講ずる必要がある。また3館の予算は、統合整理を加えて再編成し、1本化するこ
とが可能である。総じて3館が真に全学の共通利用機関、かつ開かれた社会教育機関（生
涯教育機関）として活動できる組織を早急に確立すべきである。
　②討議事項基調報告に基づき、現状の問題点を整理検討した結果、以下の点を確認し
た。
　○予算の統合整理については、経理部と折衝し、できることから実現する。
　○業務の処理効率を向上させるため、専任職員がいったん1フロアーに集合して中枢的
　　部署を形成し、ここを基点として各部署を担当する提案が了承された。
　○具体的には、刑事館の事務室・資料整理室に専任職員および若干のアルバイト職員が
　　常駐し、ここをセンターとして各専門的事項ないし機能を分担する。その実現により、
　　諸業務は、早く・正しく・低コストで・より簡単に処理できるようになる。
　○将来は、大学の事務機構改革の流れに応じて、現事務室を博物館事務室と「学芸課」
　　（仮称）の2本立てに改組し、業務分担を明確化すべきである。
（3）課題「大学博物館の組織と学芸員の位置付け」
　①基調報告　事務機構の改善が、大学改革の重要テーマとして全学的に検討され進展し
ている。博物館組織の改編は、大学改革の一環として積極的に取り組むべきテーマである。
大学改革の過程で、理想的職員像は従来のゼネラリスト型から、スペシャリスト型へ変化
し、各自の意識改革が全大学的な課題として認識されている。本学においては、「一専多能
型」ないし「政策提言型」職員像への意識改革の問題として議論されている。学芸員は博
物館のスペシャリストであり、従来から適正な位置付けを要望している。3館長制、3館
3様の運営委員会の在り方も、早急に改善すべき課題である。
　②討議事項基調報告に基づき、現状を検討した結果、以下の点を確認した。
　○学芸員は、紛れもなく専門的職種である。ゆえに、大学改革・事務機構改革を先取り
　　して「学芸員」を早く認知して欲しい。
　○各館の運営委員会の1本化は、館長会議の了解事項である。
　03館長体制から1館長制への移行については、3館長とも支持しているので、将来構
　　想として実現の可能性を模索したい。
（4）まとめ
　真剣な討議の末、以下の事項を全員一致で確認した。2つの研修課題は、大学改革の重
要問題であり、かつ労働環境の整備・処遇・働きがいに直結する労働問題でもある。その
改善は、全学的な合意形成が必要不可欠である。関係各位のご理解とご協力を心から要望
したい。社会教育（生涯教育）は、多様化かつ高度化している。学習者のニーズに対応で
きる合理的な体制を整備することが急務である。3館予算の統廃合を進め、運営の効率化
を図る。3館の運営委員会を統合整理し1本化するため、博物館規程の一部改正を発議す
る。全博物館業務を、庶務ならびに学芸に分離・分担する。学芸員は専門的職種であり、
博物館規程に従ってすみやかに学芸員を任命されたい。
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2．大学博物館の所在調査および相互交流一博物館学的調査研究一
　職員研修の一環として、全国の大学博物館の所在調査および相互交流を進めることとし
た。その第1回調査として、1994年12月3日付で博物館事務長の依頼文「大学博物館の所
在調査および相互交流について」を発送した。そして下記のような「展示案内」および規
定等の写しの送呈を依頼した。「展示案内」は、たとえば来館者に無償ないし有償で提供し
ているリーフレット、パンフレット、ガイドブックなど。規定等の写しは、たとえば「博
物館規程」「資料利用規程」などをいう。1994年度末で、約90の大学博物館から回答を得
て、集計中である。
5．人事その他
1．鍋田　一館長の退任
　鍋田館長（70歳）は、1949年京都大学文学部史学科を卒
業され、同年本学法学部助手、1959年同教授に昇任された。
1995年3月に定年退職されるまで、大学院法学研究科委員
長、評議員、短期大学長等を歴任された。法学博士。ご専
門の研究では、日本古代法史を専攻され、都城制・儀礼・
律令制前の古代法の解明に多くの業績を挙げられ、とくに
考古資料と現地調査の結果を文献と照合し、さらに中国・
朝鮮・日本の交流史の中で考察する点に特色を発揮された。
　1976年4月前館長　島田正郎博士（のち学校法人明治大
学総長）の退任により、戦後2人目の館長に就任され、本
館の100周年記念大学会館への移転、それを契機とした博物館事務室の新設、明治大学博物
館規程の改正、博物館所蔵資料等の撮影及び掲載に関する要綱の制定等、現体制の確立の
ために1995年3月まで尽力された。
　永年にわたり本学教授として学内外で活躍され、大学の教育・研究に多大の功績を挙げ
られた館長に、4月1日付で名誉教授の称号が贈られた。
2．神崎彰利博物館事務長の顕彰
　博物館事務長の神崎彰利学芸員が、財団法人・日本博物館協会から平成6年度日本博物
館協会顕彰を受賞された。協会顕彰は、同協会または博物館等の事業に対し、顕著な功績
があった者、永年勤続し他の模範となる者などの個人や、法人または博物館施設を表彰す
るものである。顕彰式は、11月10日神戸市産業振興センターで開催された全国博物館大会
の開会式において、文部大臣（文部政務次官が代理）・文部省生涯教育局長・兵庫県知事・
兵庫県教育長・神戸市長など多数の来賓の臨席のもとに盛大に行われた。詳細は1994年11
月1日付『明治大学広報』第372号、『明治大学職員会ニュース』第293号参照。
3．内藤家文書の旧蔵者　内藤政道氏の逝去
　旧譜代大名延岡藩主、内藤家第17代当主の内藤政道氏が、1995年3月10日91歳で逝去さ
れた。内藤氏は、明治36年（1903）年10月28日子爵内藤政挙氏の長男として宮崎県延岡市
で生まれ、学習院高等科を経て東京帝国大学農学部農学科に入学、畜産学を専攻された。
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宮内省主猟課長、式部寮儀式課長、宮内庁式部副長等を歴任
され、1973年11月勲3等に叙され旭日中綬章を授与され、翌
年4月依願退官された。この間、家蔵の内藤家文書の整理に
も配慮されたが、その永久保存と研究利用を考慮して明治大
学への一括譲渡を決意され、昭和38年（1963）9月本学は文
部省科学研究費（機関研究）の交付を受けてこれを購入した。
内藤家は、譲渡代金から整理に要した経費を控除した全額を
延岡市へ寄付された。それらの事情は、『内藤家文書目録』（明
治大学図書館発行、1965年）および『延岡の父内藤政挙公』
（内藤政挙公銅像復元委員会、1992年発行）に詳しい。さらに
1993年3月内藤義泰公（著名な近世の文人大名、俳号は風山）や内藤充真院（幕末の大老
井伊直弼はその異母弟）に関する貴重な資料90点176冊を本館に寄贈され、本館の資料的
充実に大いに寄与された。その詳細は、1993年5月1口発行『明治大学広報』第344号、神
崎学芸員が編んだ『内藤家文書　増補・追加目録』第5号を参照されたい。通夜・告別式
は港区虎ノ門3丁目の天徳寺でしめやかに営まれ、霊前に学校法人明治大学から香典およ
び生花が供えられ、生前の故人の貢献に深く哀悼の意が捧げられた。
おわりに
　21世紀の到来をまじかに控え、生活水準の向上や長寿社会の本格化を背景に、余暇活用
や生涯学習への関心が高まりを見せている。したがって生涯学習を活発化し、学習成果の
適正な評価を行うシステムを形成することが重要である。生涯学習システムを構築するこ
とは、教育全体の課題といえる。
　博物館は、情報提供の充実化を図り、学習の場や実物資料を十分に提供することができ
る。生涯学習の支援体制の整備において、博物館の存在は、ますます重要性を発揮するで
あろう。また思考力・判断力を重視する、新しい学力観を養い、学歴偏重を是正する上で
も、博物館を活用した学習システム・カリキュラムは欠かせないと思われる。
　国民的な生涯学習機運の高まりの中で、本学は、その学問的蓄積を社会に還元する「開
かれた大学」を目指して、さまざまな構想を推進している。社会と大学を結ぶ接点に位置
する刑事博物館は、ますますその機能を充実させるため、さまざまな企画の実現を計画し
ている。
　本稿は、1994年11月17日の第8回明治大学職員フォーラムの配布資料「博物館における
Customer　S　atisfaction　（顧客満足）」および1995年2月2日に学長が主宰した研究機関
連絡協議会への提出資料「1994年度刑事博物館の事業報告」の各項目に加筆訂正したもの
である。本館創立以来65年の歩みの一過程としてご理解を願うとともに、今後の事業展開
にあたり、ひろく博雅の各位のこ高教を賜れば幸いである。
付記　1995年4月1日付で、下記の人事異動が発令された。
（1）
???
鍋田前館長の後任として、川端博・法学部教授が館長に就任した。任期は、1997年
3月31日まで。
神崎彰利事務長は、職位定年制により事務長職を解かれ、調査役に就任した。
新事務長に、熊野正也学芸員が就任した。
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